















中 村 有 希
1 序論
酸化物高塩超伝等休である La2-xSryCuOhは図 1のような K2NiFd型構造を持つ｡
La2CuO一では Cu2.(3d9)でスピン与が各 Cuサイトに局在した反強磁性である｡
La3`を Sr2◆で置換することにより反強磁性秩序は急速に壊され､約 X=0.02で
消失する｡担伝導は 0.05<X<0.30の範囲でのみ現れH x=0.15で最高の 39Kに達
















0.12≦X≦0.80で得 られた Cuの NQRspectrulnは図3のように 0.12≦X≦0.30の範
囲では三本のピークを持つ2)｡ これは 63ct.Jと 65cu のベアが接近して二組 (Line
4.B)重なっているためである｡Sr濃度を高 くすると､ しだいに近づき X≧0.40で
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